
可
翻
小
説
程
十
七

第
御
迎
御
附
。
共
時
立
物
七
つ
有
之
内
を
め
し
、
質
問
訓
紗
の
長
淵
山
総

御
膝

E
過
申
程
長
き
を
め
し
、
御
従
兵
は
不
磁
道
よ
り
脇
へ
御
除
け

御
一

人
路
側
に
御
つ
く
ば
ひ
被
成
候
底
、
秀
育
公
馬
よ
り
飛
下
り
・尚

徳
公
の
御
手
を
取
り
、

掠
も
l
t、
活
き
出
立
見
事
か
な
。
内
出
陣
幼
事

は
早
速
退
治
可
申
、
と
〈
/
¥
先
へ
と
被
仰
。

開川町大

一
、
天
正
十
年
魚
津
披
攻
の
事

天
正
十
年
五
月
魚
津
の
城
は
、
上
杉
録
勝
よ
り
芋
川
縫
殿

・
し
っ
た

か
左
京
鈴
孫
左
衛
門

諸
井
倫
中
主
入
置
く
。
信
長
公
よ
り
此
披
を

被
政
.
柴
問
勝
家
高
徳
公
等
寄
乎
也
。越
後
よ
り
後
詩
人
数
三
千
絵

兵
を
出
し
、
黒
部
川
の
近
所
吉
聞
と
云
所
へ
来
る
。
寄
手
の
方
へ
は

後
対
一
一
品
飴
人
と
闘
え
た
り
。
後
日
山
到
着
の
翠
目
、魚
津
よ
り
三
車
許

下
、
天
榊
山

へ
取
上
り
見
分
の
底
.
上
杉
家
の
人
数
仰
聞
く
よ
り
は

少
し
と
て
各
勢

へ
り
。
然
底
花
信
州
河
中
心・
松
代
よ
り
、
森
庄
磁
援

兵
と
し
て
越
後
二
本
木
迄
強
向
と
の
校
進
也
。
景
勝
よ
り
和
絡
を
入

退
散
す
。
共
二
日
自
民
信
長
公
の
凶
措
置
告
来
る
。
川
一
山
沼

て
微
妙
公
開
悠
の
騒
飢
を
鎮
め
給
ム

大
坂
陣
五
月
八
日
秀
樹
公
自
殺
あ
り
て

.
伊
法
政
宗
陣
所
よ
り
惣
銭

勉
打
掛
た
り
。

北ハ
響
千
阿
の
雷
の
如
し
。路
軍
大
に
峡
吉
、謀
叛
人
出

候
。
御
茶
を
被
下
皮
伺
公
仕
候
と
あ
り
。
家
成
公
如
何
思
召
候
哉
、
茶

は
設
所
持
候
。
我
等
事
無
調
法

E
相
側
客
は
習
の
あ
り
と
承
候
。
幸
ひ

忠
興
を
師
匠
忙
し
.
一
人
容
の
総
子
を
稽
古
可
仕
と
て
、
早
速
被
仰
付

候
へ
ば
、道
阿
問
問
は
将
一
被
申
候
。
扱
数
寄
屋
に
て
右
の
品
々
誇
り
出
し

給
へ
ば
、
家
康
会
大
k
m川
吉
給
う
て

、
鎧
未
来
忠
問
問
へ
疎
同
町
有
之
問

敷
候
と
誓
言
を
以
て
被
仰
候
。
扱
利
家

へ
は
和
談
に
仕
陵
問
、
北川御

心
得
可
被
成
と
て
被
腕
ね
の
抜
叉
利
家
公
へ
被
参
、
最
前
の
桜
子
家

康
へ
委
細
申
入
候
と
被
'申
け
れ
ば
、公
道
総
給
ひ
、賞
殴
は
祭
が
迷
ひ

申
か
と
仰
け
れ
ば
、忠
興
、
石
問
。
小
西
が
錦
休
を
見
る
に
、
賞
公
は
近

年
の
内
に
祉
を
去
り
給
ム
ペ
し
。
共
前
花
賞
公
を
大
柏
村
民
し
家
肢
を

減
し
・共
後
賞
公
世
を
去
給
は
ど
、六
h

ソ
数
府
勝
を
失
ひ
天
下
を
可
取

と
の
工
み
と
存
候
。
利
長
公
の
世
に
成
て
家
庶
民
御
随
ひ
候
は
ん
哉
、

石
田
に
御
風
し
可
成
か
、
此
所
を
御
考
可
抑
制
と
被
申
候
。
公
開
甘
く
御

思
案
陀
て
・
家
老
衆
御
呼
出
し
御
談
合
あ
り
て
、

忠
興
の
諜
4

ん
と
て

和
談
に
一
決
し
ね。

可
観
小
説
巻
十
七

-~ 〆、

世
怖
か
と
倣
う
吉
立
た
り
。
微
妙
公
時
K
二
十
三
歳
、
図
円
畑
を
叩

τ衆

廻
し
、此
方
の
人
数
は
丸
〈
立
よ
o
飴
人
に
は
限
を
か
け
そ
。
若
し
御

旗
本
へ
掛
る
者
あ
ら
は
、
同
比
を
敵
と
定
め
よ
と
下
知
し
給
ひ
衆
廻
り

給
ム
。
う
き
足
に
成
た
る
備
足
元
定
り
、
山
花
傍
掛
り
た
る
桜
陀
成

た
る
と
・山
崎
開
時
間
も
云
。
附
子

一
、
石
間
小
凶
等
家
出
版
公
を
討
ん
と
高
徳
公
へ
内
談

出
品
長
三
年
八
月
十
八
日
太
閤
泌
御
の
各
‘石
間
三
成

小
西
嬬
津
守
等

示
談
せ
る
は
、
徳
川
家
肢
は
や
太
閣
の
遺
命
を
背
け
り
。

往
h
k

秀削制

公
へ
天
下
を
可
被
渡
休
に
て
是
し
。

勢
の
徴
左
る
内
に
家
政
に
限
切

ら
せ
ん
と
談
合
し
ぬ。

但
同
人
陀
て
は
人
々
の
た
も
ふ
所
も
如
何
と

て
、
大
納
言
利
家
公
へ
時
々
右
の
趣
を
内
談
す
0

・
家
康
公
伏
見
の
向

助
氏
居
給
ム
。
近
日
取
傘
き
.堤
を
切
て
水
攻
陀
し
、

扱
和
談
E
入
て

家
康
に
腹
切
せ
可
申
と
一
決
す
。
此
時
利
家
公
、

初
柴
越
中
守
忠
興

を
呼
て
諸
に
右
の
意
趣
E
H献
じ
.
部
邸
に
近
比
あ
り
不
可
油
断
。
賞

殿
は
久
数
知
音
旦
縁
者
に
付
、
大
事
を
篤
知
申
と
あ
り
。
忠
興
宗
俄

身
医
徐
り
候
。
今
晩
は
部
生
飛
野
守
宅
へ
茶
合
陀
約
束
し
候
。
明
日

叉
会
り
掬
御
示
談
可
申
と
て
故
防
候
。
直
民
家
康
公
へ
会
り
ね
。
折

節
勢
多
の
山
岡
道
附
繭
被
慌
越
候
。
忠
興
云
。
此
頃
茶
を
持
き
ら
し

三
三
七




